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総乗車時間 
（Total occupied time） 

総空車時間 
（Total unoccupied time） 
探索移動時間＋待ち時間 

総タクシー台数 

ゾーンiからjへの最短旅行時間 客を乗せたタクシーの動き（vehicle/h） 

ゾーンi(目的地)での待ち時間 空タクシーの動き（vehicle/h） 



θはマーケットにおいてタクシードライバーが認知する客の 

需要やタクシーサービスの不確実性の程度を表す 
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Oi , Di , hij 

wi 

 wi Pi/j
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定常均衡状態が存在するための最小台数を求める 

定常状態におけるタクシー台数と動きの関係式は先ほどの式で 

よって，上式の左辺をwi 最小化すればよい． 
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最小台数条件下では wi=0

 

制約条件 

供給に関する等式 

需要に関する等式 

：定常状態においては，以下の式が成り立つ 

以上から，最小台数は以下の式であらわされる 
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両辺対数をとって，目的地iにおける期待待ち時間は 

タクシーの行動モデルを需要供給の均衡式に代入すると，ゾーン 
集合Iに含まれる任意の出発ゾーンzに対して以下の式が成り立つ 

このとき，任意の出発地zにおける待ち時間は以下のようになる 



Step 0. Wiの初期値をセットする 

Step 3. 

Step 1. 空タクシーの移動を以下の式で計算する 

Step 2. タクシーの待ち時間Wiを更新する 

なら終了，それ以外はstep1へ(k=k+1) 
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：ネットワーク内のリンク数 

は，需要のODパターンに依存している 
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図1.サンプルネットワーク 

表1.OD需要パターンの設定 

表2：リンク所要時間の設定 
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θ=5.0,N=300 
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需要を完全に把握できている場合，最小台数は93台 

規制された，競争市場では最小台数は不確実性θに依存 

118台（θ→∞） 
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・平均空車時間は，タクシー台数に関係なく 
ほぼ一定の値をとっている． 
・一方で，不確実性パラメータθに大きく依存 
している 
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待ち時間は上昇してるが，総時間は減少している 
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需要が固定された条件では，タクシーの利用 
率は不確実性には無関係だが，タクシーの台数 
に大きく依存する． 
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